
21 連番 02_落款 03 らっかん

1 五渡亭國貞画 くにさだ

2 五渡亭國貞画 くにさだ

3 應需國貞画 くにさだ

4 國貞画 くにさだ

5 國貞画 くにさだ

6 香蝶樓國貞画 くにさだ

7 五渡亭國貞画 くにさだ

8 香蝶樓國貞画 くにさだ

9 香蝶樓國貞画 くにさだ

10 香蝶樓國貞画（1786-1864） くにさだ

11 國貞画 くにさだ

12 五渡亭國貞画 くにさだ

13 香蝶國貞画 くにさだ

14 香蝶國貞画 くにさだ

15 香蝶國貞画 くにさだ

16 香蝶國貞画 くにさだ

17 香蝶國貞画 くにさだ

18 五渡亭國貞画 くにさだ

19 應需國貞画 くにさだ

20 五渡亭國貞画 くにさだ

21 香蝶樓國貞画画（1786-1864）くにさだ

22 香蝶樓國貞画 くにさだ

23 香蝶樓國貞画 くにさだ

24 香蝶樓國貞画 くにさだ

25 香蝶樓國貞画 くにさだ

26 五渡亭國貞画 くにさだ

27 五渡亭國貞画 くにさだ

28 五渡亭國貞画 くにさだ

29 應需國貞画（1786-1864） くにさだ

30 應需國貞画 くにさだ

31 應需國貞画 くにさだ

32 五渡亭國貞画 くにさだ

33 五渡亭國貞画 くにさだ

34 國貞画 くにさだ

35 國貞画 くにさだ

36 國貞画 くにさだ

37 國貞画 くにさだ

38 國貞画 くにさだ

39 國貞画 くにさだ

40 國貞画 くにさだ



41 香蝶樓國貞画 くにさだ

42 五渡亭國貞画 くにさだ

43 國貞画 くにさだ

44 五渡亭國貞画 くにさだ

45 五渡亭國貞画 くにさだ

46 香蝶樓國貞画 くにさだ

47 香蝶樓國貞画 くにさだ

48 香蝶樓國貞画 くにさだ

49 香蝶樓國貞画 くにさだ

50 五渡亭國貞画 くにさだ

51 香蝶樓國貞画 くにさだ

52 應需國貞画 くにさだ

53 應需國貞画 くにさだ

54 應需國貞画 くにさだ

55 應需國貞画 くにさだ

56 五渡亭國貞画 くにさだ

57 香蝶國貞画 くにさだ

58 五渡亭國貞画 くにさだ

59 應需香蝶樓國貞画 くにさだ

60 五渡亭國貞画 くにさだ

61 五渡亭國貞画 くにさだ

62 五渡亭國貞画 くにさだ

63 香蝶樓國貞画（1786-1864） くにさだ

64 五渡亭國貞画 くにさだ

65 五渡亭國貞画 くにさだ

66 香蝶樓國貞画 くにさだ

67 國貞 くにさだ

68 香蝶樓國貞画 くにさだ

69 香蝶樓國貞画 くにさだ

70 國貞画 くにさだ

71 五渡亭國貞画 くにさだ

72 香蝶樓國貞画 くにさだ

73 香蝶樓國貞画 くにさだ

74 香蝶樓國貞画 くにさだ

75 香蝶樓國貞画 くにさだ

76 五渡亭國貞画 くにさだ

77 五渡亭國貞画 くにさだ

78 香蝶樓國貞画 くにさだ

79 香蝶樓國貞画（1786-1864） くにさだ

80 香蝶樓國貞画 くにさだ

81 五渡亭國貞画 くにさだ



82 五渡亭國貞画 くにさだ

83 香蝶樓國貞画 くにさだ

84 國貞 くにさだ

85 香蝶樓國貞画 くにさだ

86 香蝶國貞画 くにさだ

87 香蝶國貞画 くにさだ

88 香蝶樓國貞画 くにさだ

89 香蝶樓國貞画 くにさだ

90 香蝶國貞画 くにさだ

91 國貞画 くにさだ

92 五渡亭國貞画 くにさだ

93 五渡亭國貞画 くにさだ

94 香蝶樓國貞画 くにさだ

95 五渡亭國貞画 くにさだ

96 香蝶樓國貞画 くにさだ

97 香蝶樓國貞画 くにさだ

98 國貞画 くにさだ

99 五渡亭國貞画 くにさだ

100 香蝶樓國貞画 くにさだ

101 國貞画 くにさだ

102 五渡亭國貞画 くにさだ

103 香蝶國貞画 くにさだ

104 香蝶樓國貞画 くにさだ

105 香蝶國貞画 くにさだ

106 香蝶樓國貞画 くにさだ

107 香蝶樓國貞画 くにさだ

108 香蝶樓國貞画 くにさだ

109 五渡亭國貞画 くにさだ

110 香蝶樓國貞画 くにさだ

111 五渡亭國貞画 くにさだ

112 香蝶樓國貞画 くにさだ

113 香蝶樓國貞画 くにさだ

114 香蝶樓國貞画 くにさだ

115 國貞画 くにさだ

116 國貞画 くにさだ

117 香蝶樓國貞画 くにさだ

118 國貞 くにさだ

119 應需國貞画 くにさだ

120 國貞画 くにさだ

121 國貞画 くにさだ

122 國貞画 くにさだ



123 國貞画 くにさだ

124 五渡亭國貞画 くにさだ

125 國貞 くにさだ

126 五渡亭國貞画 くにさだ

127 應需國貞画 くにさだ

128 應需國貞画 くにさだ

129 香蝶樓國貞画 くにさだ

130 香蝶樓國貞画（1786-1864） くにさだ

131 五渡亭國貞画 くにさだ

132 五渡亭國貞画 くにさだ

133 五渡亭國貞画 くにさだ

134 五渡亭國貞画 くにさだ

135 五渡亭國貞画 くにさだ

136 五渡亭國貞画 くにさだ

137 國貞画 くにさだ

138 國貞画 くにさだ

139 五渡亭國貞画 くにさだ

140 五渡亭國貞画 くにさだ

141 五渡亭國貞画 くにさだ

142 五渡亭國貞画 くにさだ

143 五渡亭國貞画 くにさだ

144 五渡亭國貞画 くにさだ

145 香蝶樓國貞画 くにさだ

146 五渡亭國貞画 くにさだ

147 五渡亭國貞画 くにさだ

148 香蝶樓國貞画 くにさだ

149 香蝶樓國貞画 くにさだ

150 香蝶樓國貞画 くにさだ

151 五渡亭國貞画 くにさだ

152 五渡亭國貞画 くにさだ

153 香蝶樓國貞画 くにさだ

154 香蝶樓國貞画 くにさだ

155 國貞画 くにさだ

156 國貞画 くにさだ

157 香蝶國貞画 くにさだ

158 香蝶國貞画 くにさだ

159 五渡亭國貞画 くにさだ

160 五渡亭國貞画 くにさだ

161 國貞画 くにさだ

162 五渡亭國貞画 くにさだ

163 五渡亭國貞画 くにさだ



164 五渡亭國貞画 くにさだ

165 五渡亭國貞画 くにさだ

166 五渡亭國貞國貞画 くにさだ

167 香蝶樓國貞戯画 くにさだ

168 國貞画 くにさだ

169 五渡亭國貞画 くにさだ

170 五渡亭國貞画 くにさだ

171 國貞画 くにさだ

172 五渡亭國貞画 くにさだ

173 五渡亭國貞画 くにさだ

174 五渡亭國貞画 くにさだ

175 應需國貞画 くにさだ

176 國貞画 くにさだ

177 香蝶樓／國貞筆 くにさだ

178 五渡亭國貞画 くにさだ

179 五渡亭國貞画 くにさだ

180 五渡亭國貞画 くにさだ

181 五渡亭國貞画 くにさだ

182 香蝶樓國貞画 くにさだ

183 應需國貞画 くにさだ

184 五渡亭國貞画 くにさだ

185 五渡亭國貞画 くにさだ

186 香蝶樓國貞画画（1786-1864）くにさだ

187 香蝶樓國貞画画（1786-1864）くにさだ

188 香蝶樓國貞画 くにさだ

189 香蝶樓國貞画（1786-1864） くにさだ

190 五渡亭國貞画 くにさだ

191 五渡亭國貞画 くにさだ

192 五渡亭國貞画（1786-1864） くにさだ

193 五渡亭國貞画 くにさだ

194 國貞画 くにさだ

195 五渡亭國貞画 くにさだ

196 五渡亭國貞画 くにさだ

197 五渡亭國貞画 くにさだ

198 五渡亭國貞画 くにさだ

199 五渡亭國貞画 くにさだ

200 五渡亭國貞画 くにさだ

201 五渡亭國貞画 くにさだ

202 五渡亭國貞画 くにさだ

203 五渡亭國貞画 くにさだ

204 國貞画 くにさだ



205 五渡亭國貞画 くにさだ

206 五渡亭國貞画 くにさだ

207 五渡亭國貞画 くにさだ

208 五渡亭國貞画 くにさだ

209 五渡亭國貞画 くにさだ

210 國貞画 くにさだ

211 國貞画 くにさだ

212 國貞画 くにさだ

213 應需國貞画 くにさだ

214 五渡亭國貞画 くにさだ

215 五渡亭國貞画 くにさだ

216 五渡亭國貞画 くにさだ

217 五渡亭國貞画 くにさだ

218 五渡亭國貞画 くにさだ

219 五渡亭國貞画 くにさだ

220 五渡亭國貞画 くにさだ

221 五渡亭國貞画 くにさだ

222 五渡亭國貞画 くにさだ

223 應需香蝶樓國貞画（1786-1864）くにさだ

224 五渡亭國貞画 くにさだ

225 五渡亭國貞画 くにさだ

226 五渡亭國貞画 くにさだ

227 五渡亭國貞画 くにさだ

228 五渡亭國貞画 くにさだ

229 五渡亭國貞画（1786-1864） くにさだ

230 五渡亭國貞画 くにさだ

231 國貞ゑかく くにさだ

232 國貞画 くにさだ

233 五渡亭國貞画 くにさだ

234 五渡亭國貞画 くにさだ

235 五渡亭國貞画（1786-1864） くにさだ

236 應需香蝶樓國貞画 くにさだ

237 五渡亭國貞画 くにさだ

238 五渡亭國貞画　 くにさだ

239 五渡亭國貞画　 くにさだ

240 五渡亭國貞画　 くにさだ

241 五渡亭國貞画 くにさだ

242 五渡亭國貞画 くにさだ

243 五渡亭國貞画 くにさだ

244 五渡亭國貞画 くにさだ

245 香蝶樓國貞画 くにさだ



246 香蝶樓國貞画 くにさだ

247 香蝶樓國貞画 くにさだ

248 五渡亭國貞画 くにさだ

249 國貞画 くにさだ

250 香蝶樓國貞画 くにさだ

251 香蝶樓國貞画 くにさだ

252 香蝶樓國貞画 くにさだ

253 香蝶樓國貞画（1786-1864） くにさだ

254 香蝶樓國貞画 くにさだ

255 香蝶國貞画 くにさだ

256 國貞画 くにさだ

257 應好五渡亭國貞画 くにさだ

258 五渡亭國貞画 くにさだ

259 香蝶樓國貞画 くにさだ

260 香蝶樓國貞画 くにさだ

261 香蝶樓國貞画　 くにさだ　

262 五渡亭國貞画 　 くにさだ　

263 香蝶樓國貞画　 くにさだ　

264 香蝶樓國貞画　 くにさだ　

265 梅朝樓國貞画2（1823-1880）くにさだ2

266 梅朝樓國貞画2（1823-1880）くにさだ2

267 梅蝶樓國貞画2 くにさだ2

268 國貞筆2（1823-1880） くにさだ2

269 國貞画2 くにさだ2

270 國貞画2 くにさだ2

271 國貞筆2 くにさだ2

272 國貞筆2 くにさだ2

273 國貞筆2 くにさだ2

274 梅蝶樓國貞画2 くにさだ2

275 梅蝶樓國貞画2 くにさだ2

276 梅蝶樓國貞画2 くにさだ2

277 梅蝶樓國貞画2 くにさだ2

278 梅蝶樓國貞画2 くにさだ2

279 梅蝶樓國貞画2 くにさだ2

280 國貞画2（1823-1880） くにさだ2

281 梅蝶樓國貞画2 くにさだ2

282 國貞筆2（1823-1880） くにさだ2

283 國貞筆2 くにさだ2

284 國貞筆2 くにさだ2

285 國貞筆2（1823-1880） くにさだ2

286 國貞筆2 くにさだ2



287 國貞筆2 くにさだ2

288 國貞筆2 くにさだ2

289 國貞筆2 くにさだ2

290 國貞画2 くにさだ2

291 國貞筆2 くにさだ2

292 國貞画2 くにさだ2

293 國貞筆2 くにさだ2

294 國貞筆2 くにさだ2

295 國貞画2 くにさだ2

296 國貞改二代目豊國画3 とよくに3

297 國貞改二代目豊國画3 とよくに3

298 國貞改二代目豊國画3 とよくに3

299 國貞改二代目豊國画3 とよくに3

300 國貞改二代目豊國画3 とよくに3

301 國貞改二代目豊國画3 とよくに3

302 國貞改二代豊國画3 とよくに3

303 國貞改豊國画3 とよくに3

304 國貞改豊國画3 とよくに3

305 國貞改豊國画3 とよくに3

306 國貞改二代目豊國画3 とよくに3

307 國貞改二代目豊國画3 とよくに3

308 豊國画3（國貞） とよくに3（くにさだ）

309 豊國画3（國貞） とよくに3（くにさだ）



04 刊年 05 西暦 06 判型形態

文政（1820s） 1820s 	
 団扇

天保3辰改 1832 団扇

文政□極 1820s 団扇

極□ 1830s 団扇

文政9戌極 1826 団扇

天保 1830s 団扇

文政9戌改 1826 団扇

- - 団扇

安政7申極 1860 団扇

天保(1830s) 1830s 団扇

文政12丑+極 1829 団扇

文政12丑 1829 団扇

天保巳（1833） 1833 団扇

天保4巳 1833 団扇

文政7申 1824 団扇

文政7申 1824 団扇

天保1寅新 1830 団扇

文政10亥 1827 団扇

天保 1830s 団扇

文化12亥改 1815 団扇

天保（1840s） 1840s 団扇

安政（1850s） 1850s 団扇

安政（1850s） 1850s 団扇

天保 1830s 団扇

天保 1830s 団扇

文政12丑改 1829 団扇

文化13子改 1816 団扇

文政10亥改 1827 団扇

弘化元年（1844） 1844 団扇

文政9戌極 1826 団扇

文政9戌極 1826 団扇

文政3辰 1820 団扇

文政3辰 1820 団扇

団扇

天保（1830s） 1830s 団扇

天保14-弘化3 1843-1846 団扇

団扇

天保14-弘化3 1843-1846 団扇

天保14-弘化3 1843-1846 団扇

天保14-弘化3 1843-1846 団扇



天保 1840s 	
 団扇

天保3辰改 1832 団扇

文化14丑改 1817 団扇

□極 1820s 団扇

文政11子 1828 団扇

天保6未極	
 1835 団扇

天保6未極	
 1835 団扇

- 団扇

文政10亥	
 1827 団扇

文政 1820s 団扇

天保	
 1830s 団扇

文化14丑	
 1817 団扇

文化14丑	
 1817 団扇

文化14丑	
 1817 団扇

文化14丑	
 1817 団扇

天保3辰	
 1832 団扇

天保2頃 1831c 団扇

天保3辰改 1832 団扇

極 1830s 団扇

文政10亥改 1827 団扇

文化8	
 1811 団扇

文化　	
 1810s 団扇

天保（1830s） 1830s 団扇

天保1	
 1830 団扇

天保7申	
 1836 団扇

団扇

団扇

天保	
 1830s 団扇

天保5午 1834 団扇

文政（1820s） 1820s 団扇

文化12亥改 1815 団扇

天保 1830s 団扇

団扇

天保 1830s 団扇

天保14-弘化3　渡 1843-1846 団扇

文政12丑 1829 団扇

文政12丑 1829 団扇

天保14-弘化4（1843-47） 1843-47 団扇

天保（1840s） 1840s 団扇

文政12丑極 1829 団扇

文政11子極 1828 団扇



団扇

天保10亥極 1839 団扇

団扇

- - 団扇

天保 1830s 団扇

文政 1820s 団扇

- - 団扇

- - 団扇

天保 1830s 団扇

文政11子極 1828 団扇

文政 1820s 団扇

- - 団扇

文政8酉 1825 団扇

天保5午 1834 団扇

- 団扇

- 団扇

文政9戌改 1826 団扇

文政12丑 1829 団扇

文政12丑 1829 団扇

安政4巳 1857 団扇

文政 1820s 団扇

天保 1830s 団扇

文政12丑 1829 団扇

1845c 1845c 団扇

天保（1830s） 1830s 団扇

天保13寅極 1842 団扇

天保 1830s 団扇

文政11子 1828 団扇

天保 1830s 団扇

文化12亥改？ 1815 団扇

天保 1830s 団扇

文政13寅 1830 団扇

文政13寅 1830 団扇

文政 1820s 団扇

文政 1820s 団扇

天保 1830s 団扇

団扇

安政（1850s） 1830s 団扇

文化7-11 1810-1814 団扇

文化12亥改 1815 団扇

文化12亥 1815 団扇



文政（1820s） 1820s 団扇

文政 1820s 団扇

文政9 1826 団扇

文政9 1826 団扇

文化13子改 1816 団扇

文化13子改 1816 団扇

天保未（1830s） 1830s 団扇

天保未（1830s） 1830s 団扇

文政13寅改	
 1830 団扇

文政11子改 1828 団扇

文政10亥改	
 1827 団扇

文政10亥改	
 1827 団扇

文政11子改	
 1828 団扇

- 団扇

天保9（1838） 1838 団扇

天保9（1838） 1838 団扇

文政10亥改 1827 団扇

文政13寅改 1830 団扇

文政11子改 1828 団扇

文政8酉改 1825 団扇

天保4辰改 1833 団扇

天保2卯改 1831 団扇

文政9戌極 1826 団扇

文政10亥改 1827 団扇

文政10亥改 1827 団扇

極 1830s 団扇

極 1830s 団扇

極 1830s 団扇

文政12丑改 1829 団扇

文政□改 1820s 団扇

極 1830s 団扇

極 1830s 団扇

文化極 1810s 団扇

極 1820s 団扇

文政 1820s 団扇

文政13頃　寅改 1830c 団扇

文化 1810s 団扇

文化13子改 1816 団扇

文化12亥改 1815 団扇

文政□改 1820s 団扇

文化13子改 1816 団扇



文政（1820s） 1820s 団扇

文政（1820s） 1820s 団扇

天保3辰改 1832 団扇

寅 団扇

文政6未改 1823 団扇

天保2卯極 1831 団扇

天保2卯極 1831 団扇

天保 1834c 団扇

天保3辰改 1832 団扇

文化13子改 1816 団扇

文政十二年 1829 団扇

天保（1830s） 1830s 団扇

天保3辰改 1832 団扇

団扇

子改 団扇

子改（文化13年3月） 団扇

団扇

文化13子改 1816 団扇

天保11子極 1840 団扇

天保 1830s 団扇

天保12丑 1841 団扇

天保11子極 1840 団扇

天保14-弘化4年（1843-1847）1843-1847 団扇

天保15年（1844） 1844 団扇

天保辰（1832） 1832 団扇

天保子（1840） 1840 団扇

文化13子改 1816 団扇

文化13子改 1816 団扇

文政戌（1826） 1826 団扇

天保3辰改 1832 団扇

文化13子改 1816 団扇

文政6未改 1823 団扇

文政9戌改 1826 団扇

文政8酉改 1825 団扇

文政8酉改 1825 団扇

文政13寅改 1830 団扇

文化13子改 1816 団扇

文政8酉改 1827 団扇

文政8酉改 1825 団扇

文政10亥改 1827 団扇

天保 1830s 団扇



天保2卯改 1831 団扇

文政12丑改 1829 団扇

文政10亥改 1827 団扇

文政9戌極 1826 団扇

文政9戌極 1826 団扇

文政9戌改 1826 団扇

1826 1826 団扇

1826 1826 団扇

1823c 1823c 団扇

天保3辰改 1832 団扇

天保3辰改 1832 団扇

文政12丑改 1829 団扇

文政10戌改 1827 団扇

文政13寅改 1830 団扇

天保2卯改 1831 団扇

1828子改 1828 団扇

文政（1820s） 1820s 団扇

文政（1820s） 1820s 団扇

天保末（1840s） 1840s 団扇

1819 1819 団扇

1819 1819 団扇

文政寅（1818） 1818 団扇

- - 団扇

天保八年 1837 団扇

文政（1820s） 1820s 団扇

申* 団扇

卯改 団扇

- 団扇

- 団扇

- 団扇

文化十一年（1814） 1814 団扇

天保（1830s） 1830s 団扇

文政（1820s） 1820s 団扇

文政8　酉 1825 団扇

文政8　酉 1825 団扇

文政8　酉 1825 団扇

- 団扇

- 団扇

- 団扇

- 団扇

天保 1830s 団扇



天保 1830s 団扇

天保 1830s 団扇

文政10亥極 1827 団扇

天保2卯改 1831 団扇

天保 1830s 団扇

天保（1830s） 1830s 団扇

天保（1830s） 1830s 団扇

天保（1830s） 1830s 団扇

- - 団扇

1839 1839 団扇

- 団扇

文政5午極 1822 団扇

文政8酉改 1825 団扇

天保 1830s 団扇

天保 1830s 団扇

天保7 1836 団扇

文化12頃 1815c 団扇

天保2頃 1831c 団扇

天保2頃 1831c 団扇

安政4（1857） 1857 団扇

安政4（1857） 1857 団扇

安政3辰 1856 団扇

安政四年（1857） 1857 団扇

安政4巳 1857 団扇

安政4巳 1857 団扇

明治2巳 1869 団扇

明治2巳 1869 団扇

明治2巳極 1869 団扇

安政3辰 1856 団扇

安政4 1857 団扇

安政4 1857 団扇

安政4巳 1857 団扇

安政4巳改 1857 団扇

安政4巳 1857 団扇

嘉永（1850s） 1850s 団扇

安政3辰 1856 団扇

嘉永（1850s） 1850s 団扇

明治2巳 1869 団扇

明治2巳 1869 団扇

嘉永（1850s） 団扇

明治2巳 1869 団扇



明治2巳 1869 団扇

明治2巳 1869 団扇

文久2酉極 1861 団扇

安政4巳 1857 団扇

安政4巳改 1857 団扇

安政4巳改 1857 団扇

安政4巳改 1857 団扇

文久2酉極 1861 団扇

文久1酉 1861 団扇

天保15-弘化3 1844-1846 団扇

- 団扇

- 団扇

一印 団扇

天保15-弘化3 1844-1846 団扇

天保15-弘化3 1844-1846 団扇

天保15-弘化3 1844-1846 団扇

一印 団扇

天保14-弘化3 1843-1846 団扇

一印 団扇

一印 団扇

天保14-弘化3 1843-1846 団扇

嘉永2-3 1849-1850 団扇

1850c 1850c 団扇



07 判型記号 08 外題 09 げだい

団扇 青柳 あおやぎ

団扇 総角助六 あげまきすけろく

団扇 （藝者、仲居、供男。桟橋、舟中男）あげまきすけろく

団扇 あづま妾景 あづましょうけい

団扇 姉様人形* あねさまにんぎょう*

団扇 伊喜奈志保利 いきなしおり

団扇 市川團十郎所作事相勤申候いちかわだんじゅうろう

団扇 時世合 いまようあわせ

団扇 時世十二月ノ内 いまようじゅうにつきのうち

団扇 時世十二月ノ内 いまようじゅうにつきのうち

団扇 うき世ほたる狩 うきよほたるがり

団扇 江戸の花五ツ鳫金 えどのはないつつかりがね

団扇 江戸八景 えどはっけい

団扇 江戸八景ノ内 えどはっけいのうち

団扇 江戸名所 えどめいしょ

団扇 江戸名所 えどめいしょ

団扇 江戸名物 えどめいぶつ

団扇 大切四季所作事 おおきりしきしょさごと

団扇 おさなあそび おさなあそび

団扇 音羽屋梅幸 おとわやばいこう

団扇 女教訓躾方 おんなきょうくん　しつけかた

団扇 女教訓躾方 おんなきょうくんしつけかた

団扇 女教訓躾方 おんなきょうくんしつけかた

団扇 女教訓躾方 おんなきょうくんしつけかた

団扇 女教訓躾方 おんなきょうくんしつけかた

団扇 坂東三津五郎、尾上梅幸かけ合かけあわせ

団扇 かけ合・三津五郎、簑助、團十郎かけあわせ

団扇 かけ合（三役者） かけあわせ

団扇 曲獨樂 きょくごま

団扇 藝者身仕舞の圖 げいしゃみじまいのづ

団扇 藝者他所行の圖 げいしゃよそいきのづ

団扇 拳角力 けんずもう

団扇 拳角力 けんずもう

団扇 五行の内 ごぎょうのうち

団扇 五行の内 ごぎょうのうち

団扇 五行の内 ごぎょうのうち

団扇 五行の内 ごぎょうのうち

団扇 五行の内 ごぎょうのうち

団扇 五行の内 ごぎょうのうち

団扇 五行の内 ごぎょうのうち



団扇 五節句花合 ごせっくはなあわせ

団扇 五変化所作事 ごへんげしょさごと

団扇 桜谷乃場 さくらだにのば

団扇 山王祭* さんのうさい*

団扇 七變化所作事の内 しちへんげしょさごとのうち

団扇 士農工商* しのうこうしょう

団扇 士農工商* しのうこうしょう

団扇 忍逢恋… しのびあうこい…

団扇 忍逢戀に闇の夜 しのびあうこいにやみのよ

団扇 白拍子（坂東三津五郎） しらびょうし

団扇 新かた美人好 しんがたびじんこのみ

団扇 水滸傳 すいこでん

団扇 水滸傳 すいこでん

団扇 水滸傳 すいこでん

団扇 水滸傳 すいこでん

団扇 隅田川花御所染 すみだがわはなのごしょぞめ

団扇 雪月花乃うち せつげっかのうち

団扇 善悪 ぜんあく

団扇 室街貳町目西側高嶋瀬戸物店	
たかしませとものみせ

団扇 世音菩薩（幟） たかしませとものみせ

団扇 忠臣藏 ちゅうしんぐら

団扇 忠臣藏 ちゅうしんぐら

団扇 艶娘時世合 つやむすめじせいあわせ

団扇 天王御祭禮 てんのうごさいれい

団扇 天王御祭禮 てんのうごさいれい

団扇 當世娘三幅對 とうせいむすめさんぷくつい

団扇 當世六玉顔 とうせいむたまがお

団扇 東都名異女圖會 とうとめいしょづえ

団扇 浪花天保山夕涼ノ圖 なにわてんぽうざんゆうすずみのづ

団扇 成田屋三舛 なりたやさんじょう

団扇 成田屋三升 なりたやさんじょう

団扇 納涼 のうりょう

団扇 俳諧五派 はいかいごは

団扇 俳諧五派 はいかいごは

団扇 俳諧五派 はいかいごは

団扇 花合江戸つ子揃 はなあわせえどっこぞろい

団扇 花合江戸つ子揃 はなあわせえどっこぞろい

団扇 花の江戸五大橋 はなのえどごおおはし

団扇 花の江戸五大喬 はなのえどごだいきょう

団扇 美人藝盡 びじんげいづくし

団扇 美人参調子 びじんさんちょうし



団扇 美人参調子 びじんさんちょうし

団扇 美人夏けしき びじんなつげしき

団扇 美人八契 びじんはっけい

団扇 美人八契 びじんはっけい

団扇 美じん八けい びじんはっけい

団扇 美人八景 びじんはっけい

団扇 美人八契 びじんはっけい

団扇 美人八契 びじんはっけい

団扇 美人八景 びじんはっけい

団扇 風俗... ふうぞく

団扇 風俗三人生醉 ふうぞくさんにんなまえい

団扇 風俗三人生酔 ふうぞくさんにんなまえい

団扇 風俗美人合 ふうぞくびじんあわせ

団扇 風流朝妻舩 ふうりゅうあさづまぶね

団扇 不二都久葉・あいあい傘 ふじつくばあいあいがさ

団扇 富士筑波・愛相傘 ふじつくばあいあいがさ

団扇 見立お染久枩 みたておそめひさまつ

団扇 見立尾上おはつ みたておのえおはつ

団扇 見立信夫う里 みたてしのぶうり

団扇 見立・十二時 みたてじゅうにとき

団扇 見立大黒 みたてだいこく

団扇 見立・廿四孝 みたてにじゅうしこう

団扇 見立ひよく塚 みたてひよくづか

団扇 見立六花撰 みたてろっかせん

団扇 三保浦 みほのうら

団扇 三保浦（藍摺り） みほのうら

団扇 ムスメ...（中国の鏡） むすめ

団扇 六玉川の内 むたまがわのうち

団扇 俳諧* めもとには...

団扇 大和屋秀佳 やまとやしゅうか

団扇 幼女踊合 ようじょおどりあわせ

団扇 流光若手揃 りゅうこうわかてぞろい

団扇 流光若手揃 りゅうこうわかてぞろい

団扇 涼好夜花 りょうこうよるのはな

団扇 涼好夜花 りょうこうよるのはな

団扇 六花撰 ろっかせん

団扇 （無外題） 無外題

団扇 （役者、美人、娘） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （役者） 無外題



団扇 （武士、浪人の川渡り） 無外題

団扇 （武士、浪人。川渡り） 無外題

団扇 （雨中美人） 無外題

団扇 （雨中美人） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （士農工商） 無外題

団扇 （士農工商） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （無外題） 無外題

団扇 （風俗） 無外題

団扇 （風俗） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （娘、花魁に巻き文を渡す） 無外題

団扇 曽我物* 無外題

団扇 （雪景） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （江戸） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （江戸） 無外題

団扇 娘道成寺* 無外題

団扇 （美人） 無外題

団扇 （娘、赤子を背負う） 無外題

団扇 （美人、お高祖頭巾） 無外題

団扇 （女形、浴衣美人） 無外題

団扇 （三圍対岸、役者、遊女） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題



団扇 （川縁の料亭、涼み、役者、藝者）無外題

団扇 （座敷の女形、縁台に藝者） 無外題

団扇 （役者、大首） 無外題

団扇 （無外題） 無外題

団扇 （遊女、笄、口に懐紙） 無外題

団扇 青柳（藝者、仲居、桟橋） 無外題

団扇 （三圍、俳人の其角） 無外題

団扇 （無外題） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （無外題） 無外題

団扇 （蛍狩、「ひさし」） 無外題

団扇 （役者、大首） 無外題

団扇 （藍摺り風景） 無外題

団扇 （無外題） 無外題

団扇 （無外題） 無外題

団扇 （りやうし松兵衛） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （美人、首に西洋文字のスカーフ）無外題

団扇 （二美人、子供は団扇で虫捕り）無外題

団扇 （美人、扇、菊） 無外題

団扇 （美人、都鳥、流れ、反物） 無外題

団扇 （吉原俄） 無外題

団扇 （流行模様） 無外題

団扇 （風俗） 無外題

団扇 （南蛮風俗） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 善悪 無外題

団扇 女人禁制（立て札）（娘道成寺）無外題

団扇 （娘、巻き文を認め、唇で封）無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 五人男* 無外題

団扇 おこま才三郎* 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 清玄* 無外題



団扇 先代萩* 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （美人、雨中、傘、川、神社） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （手拭） 無外題

団扇 （美人、両手の指で数える） 無外題

団扇 （浮世柄比翼稲妻） 無外題

団扇 （揚巻助六） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （たらくゐん　...） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （忠臣藏） 無外題

団扇 （久吉、五右衛門） 無外題

団扇 （役者） 無外題

団扇 （無外題） 無外題

団扇 （無外題） 無外題

団扇 （静物） 無外題

団扇 無外題 無外題

団扇 無外題 無外題

団扇 （風俗） 無外題

団扇 （無外題） 無外題

団扇 （無外題） 無外題

団扇 （無外題） 無外題

団扇 （無外題） 無外題

団扇 （無外題） 無外題

団扇 （無外題） 無外題

団扇 （無外題） 無外題

団扇 （難読） 無外題

団扇 （美人大首） 無外題

団扇 （杯洗、徳利） 無外題

団扇 （美人、大首、大粒の雨） 無外題

団扇 （雪月花） 無外題

団扇 （雪月花） 無外題

団扇 （雪月花） 無外題

団扇 （無外題） 無外題

団扇 （無外題） 無外題

団扇 （無外題） 無外題

団扇 （無外題） 無外題

団扇 （美人、朝顔？、左指） 無外題



団扇 （藍摺、公家馬上、供ら） 無外題

団扇 （藍摺、公家馬上、供ら） 無外題

団扇 （遊女、両指で巻紙を掴む） 無外題

団扇 浪花鑑* 無外題

団扇 俳諧* 無外題

団扇 （俳諧、藝者） 無外題

団扇 （俳諧、藝者） 無外題

団扇 （俳諧） 無外題

団扇 （無外題） 無外題

団扇 （役者、大首） 無外題

団扇 （無外題） 無外題

団扇 （美人、赤い煙管） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 （芝居） 無外題

団扇 五十三次ノ内 ごじゅうさんつぎのうち

団扇 東海道五十三次之内 とうかいどうごじゅうさんつぎのうち

団扇 冨士筑波・愛合傘 ふじつくばあいあいがさ

団扇 不二都久葉・阿いあい傘 ふじつくばあいあいがさ

団扇 ...美人

団扇 ...美人

団扇 明嬉今朝之辻占 あけてうれしきけさのつじうら

団扇 あづま源氏 あづまげんじ

団扇 あづ麿源氏 あづまげんじ

団扇 あづ麿源氏 あづまげんじ

団扇 今様源氏姿□ いまようげんじすがた...

団扇 今様源氏姿彩 いまようげんじすがた...

団扇 今様源氏姿彩 いまようげんじすがたのいろどり

団扇 源氏松竹梅 げんじしょうちくばい

団扇 源氏模様三組盃 げんじもようみつぐみさかづき

団扇 七婦久美人 しちふくびじん

団扇 七婦久美人 しちふくびじん

団扇 七婦久美人 しちふくびじん

団扇 七婦久美人 しちふくびじん

団扇 墨多...八景 すみだ...はっけい

団扇 美女源氏之内 びじょげんじのうち

団扇 美人揃五節句...内 びじんそろいごせっくのうち

団扇 美人揃五節句内 びじんそろいごせっくのうち

団扇 美人揃五節句内 びじんそろいごせっくのうち

団扇 美人揃五節句...内 びじんそろいごせっくのうち

団扇 美人揃五節句内 びじんそろいごせっくのうち



団扇 美人揃五節句内 びじんそろいごせっくのうち

団扇 美人揃五節句内 びじんそろいごせっくのうち

団扇 美立・十二時	
 みたてじゅうにとき

団扇 美立・十二時 みたてじゅうにとき

団扇 美立・十二時 みたてじゅうにとき

団扇 美立・十二時 みたてじゅうにとき

団扇 美立・十二時 みたてじゅうにとき

団扇 美多亭八景	
 みたてはっけい

団扇 美多亭八景 みたてはっけい

団扇 今昔娘かたぎ こんじゃくむすめかたぎ

団扇 今昔娘かたぎ こんじゃくむすめかたぎ

団扇 當世夜見世盡 とうせいよみせづくし

団扇 當世夜見世盡 とうせいよみせづくし

団扇 當世夜見世盡 とうせいよみせづくし

団扇 當世夜見世盡 とうせいよみせづくし

団扇 夏景美人合 なつのけいびじんあわせ

団扇 夏景美人合 なつのけいびじんあわせ

団扇 俳諧五派 はいかいごは

団扇 俳諧五派 はいかいごは

団扇 娘化粧花乃色々 むすめけしょうはなのいろいろ

団扇 娘化粧花乃色々	
 むすめけしょうはなのいろいろ

団扇 （役者、大首） 無外題

団扇 （役者、大首） 無外題



10 版元 11 ハンモト 12 内題

ト＋山形	
 ト （「青柳」の提灯、藝者）

ト+井菱 ト 助六（市川海老藏）揚巻（岩井半四郎）

ト+井菱 ト 助六（市川海老藏）揚巻（岩井半四郎）

辻+□ ツジ （藝者、桜の花弁をもつ）

重+○	
 ジュウ 手古舞*

（娘、筆を右手に思案中）

商標（○） （娘、筆を右手に思案中）

上 ジョウ 艶娘

久+◯ キュウ 弥生　潮干狩

（無版元） 無版元 水無月

久+◯ キュウ

梅我

久 キュウ 0　よし原

久+◯ キュウ よし原

ト+山形 ト 亀井戸梅やし幾

ト+山形 ト 両國柳ばし

ト+山形 ト 隅田川都鳥

商標（三引） 商標（三引） 市村羽左衛門所作事ノ内狂乱夕あじうり

丸清板 マルセイバン （花笠？）

伊+○ イ

久 キュウ 香聞

久 キュウ 裁縫

久 キュウ 手跡

久+◯ キュウ 手跡（筆、紙）

無版元 無版元 裁縫

伊+○ イ 坂東三津五郎、尾上梅幸かけ合

伊+○ イ 坂東三津五郎、尾上梅幸かけ合

商標（又+一） 商標（又+一） 片岡仁左衛門　市川團十郎　坂東三津五郎　

山口 ヤマグチ 大當り…　稲荷社

井 ヰ （襟足を合わせ鏡でみる）

井 ヰ （傘を差す）

商標（三引） 商標（三引） 中村芝翫　中村芝藏

商標（三引） 商標（三引） 中村芝翫　中村芝藏

ト ト 木性

ト ト 水性

ト+山形 ト 水性

（無版元） 無版元 火性（漁火）

無版元 無版元 火性

無版元 無版元 金性

無版元 無版元 金性



増銀 マスギン （内裏雛、男）

久+○	
 キュウ 沢村訥升

伊+○ イ 吉田の息女桜姫（岩井半四郎）□権介（市川團十郎）

重+○	
 ジュウ 手古舞*

商標（三引） 商標（三引） 中村芝翫（三役）

久+○ キュウ 農

久+○ キュウ 工

辻 ツジ 「辻」（の提灯、藝者を照らす）

辻+□ ツジ （美人、燈籠で文読む）

無版元 無版元 白拍子（坂東三津五郎）

無版元 無版元 （母、赤児を抱く）

商標（三引） 商標（三引） 王英（三十郎）、扈三娘（菊之丞）

商標（三引） 商標（三引） 阮小吾（菊五郎）、敵舩ノ大将（爲十郎）

商標（三引） 商標（三引） 宋江（下り源之助）、漢土妓女（紫若）

商標（三引） 商標（三引） 李逵（孝四郎）、觧珍（半四郎）

商標（三引） 商標（三引） 召仕（岩井粂三郎）

- （月）（枝豆）

十+鍵 ジュウ 大切所作事中村芝翫　簔助改坂東三津五郎

商標（三引） 商標（三引） （茶碗、徳利）

商標（三引） 商標（三引） （市川團十郎、坂東三津五郎、瀬川菊之丞？）

伊+◯ イ 十段目　天川やでつち伊五（坂東三津五郎）

商標（三引） 商標（三引） 見立貳段目

（無版元） 無版元 （茶釜）

商標（三引） 商標（三引） （金魚）

商標（三引） 商標（三引） （金魚）

上 ジョウ （雨傘、袋もの）

	


商標（計り？） 商標（計り？） （美人、拳）

商標（三引） 商標（三引） 紫若、芝翫

伊 イ 成田屋三舛

伊+○ イ

無版元 無版元 紫若

（無版元） 無版元 江戸派　

無版元 無版元 江戸派（海苔を焼く）

無版元 無版元 擅林派（海苔を焼く）

臼？+◯ ウス 尾上梅幸　坂東秀朝

臼？+◯ ウス 瀬川路考　中村芝翫

十+鍵 ジュウ 千住・大橋　秋の景

十 ジュウ 千住・大橋　秋の景

久+◯ キュウ （三曲）（三味線、尺八、筝）

商標（三引） 商標（三引）



商標［三引］ 商標［三引］ （筝、三味線、尺八）

久+◯ キュウ （美人、船縁から盃を洗う）

帰帆	


商標［三引］ 商標［三引］ 帰帆

無版元 無版元 秋の月

無版元 無版元 帰帆（美人、海老釣り）

（無版元） 無版元 夕照

（無版元） 無版元 夜雨

無版元 無版元 落雁其弐

上+入山形	
 ジョウ （藝者、赤玉の笄）

金満商家...

（無版元） 無版元 金満商家の娘にして…

ト+○ ト （美人、筝の爪を付ける）

商標（三引） 商標（三引） （船頭、女性から煙管を受け取る）

商標［団扇］ 商標［団扇］ （立役、女形）

（難読） 難読 （役者、立役と女形）

米+鍵 コメ （お染め、両指を組み、久松を見る）

商標（三引） 商標（三引） （尾上、おはつ）

上+入山形 ジョウ （婦人、娘、忍を採る）

ト+山形 ト 卯のこく　成田参り出立　寅のこく　□直し

無版元 無版元 （扇に二鼠、二股大根）

辻+□ ツジ 寉山南（女の子、乳を吸う）

上+入山形 ジョウ （胡弓、尺八）

サ+鍵 サ 屋寿秀

ト＋山形 ト 三保浦（藍摺）

ト+山型 ト

無版元 無版元 ムスメ...

ト+◯ ト 千鳥の玉川

無版元 無版元 目際にはもそつと低し雲の峰

伊+○ イ

重+山形 ジュウ 三人上戸

ト+山形 ト

ト+山形 ト

無版元 無版元 （訥升、紀伊國屋）

無版元 無版元 （三升、成田屋）

無版元 無版元 見たて小まち

（傘さし美人）	


... （役者、美人、娘）

伊+○ イ 松若丸（市川團十郎）粂平内（松本幸四郎）

伊+○ イ 廻し方弥介（尾上梅幸）

伊 イ 大和屋杜若



伊 イ （武士、浪人の川渡り）

伊+○ イ （武士、浪人。輦台で川渡り）

伊場仙 イバセン

伊場仙 イバセン

カト+山型 カト （立役、女形二人）

カト+山型 カト （立役、女形二人）

久 キュウ 士

久 キュウ 農

久+○ キュウ 絹川谷藏（坂東三津五郎）三郎兵衛妹かさね（岩井粂三郎）

久+○ キュウ 桜丸（岩井粂三郎）女房八重（岩井紫若）

久+○ キュウ 團七女房お梶（岩井粂三郎）一寸徳兵衛（坂東三津五郎）

久+○ キュウ 鶴喜代君（岩井松太郎）めのと正岡（岩井半四郎）一子千松（坂田仲次）

久+○ キュウ 八重ぎり（瀬川菊之丞）

久 キュウ （尾上梅幸）

金 キン （盃に判じ絵）（姉様人形）

金 キン （盃に判じ絵）（姉様人形）

米+鍵 コメ 喜三太（市川團十郎）牛若（岩井粂三郎）

米+鍵 コメ 絹川谷藏（坂東三津五郎）、かさね（岩井粂三郎）

米+鍵 コメ 傾城八重桐（瀬川菊之丞）

米+鍵 コメ 極印千右衛門（尾上菊五郎）雷庄九郎（市川團十郎）

米+鍵 コメ □□□（坂東三津五郎）てる國（中むら芝翫）

米+鍵 コメ 七浦（中村歌六）高景（中村芝翫）

米+鍵 コメ （花魁、娘）（二女性、「ぜん」の提灯）、舟に男）

重+○	
 ジュウ 市川團十郎、坂東三津五郎、岩井粂三郎

重+○	
 ジュウ 市川團十郎、坂東三津五郎、岩井粂三郎

十+鍵 ジュウ 芝翫

十+鍵 ジュウ 秀調

十+鍵 ジュウ

重+○	
 ジュウ 谷藏（市川團十郎）、よりかね（沢村源之助）

重+○	
 ジュウ 團七女房おかぢ（岩井粂三郎）

十+鍵 ジュウ 梅我

十+鍵 ジュウ 無内題

十+鍵 ジュウ 無内題

十+鍵 ジュウ （藝者、両指を組む）

上+入山形	
 ジョウ （背中の赤子、提灯の玩具）

上板 ジョウハン （月）（枝豆）

津+松葉形 ツ

津+松葉形 ツ

津+松葉形 ツ かまくらやでつち五郎八（市川傳藏）奴の小まん（尾上梅幸）

津+松葉形 ツ 権太（松本幸四良）おさと（岩井半四良）

津+松葉形 ツ 八重梅（瀬川菊之丞）おはつ（岩井粂三郎）



津	
 ツ （川縁の料亭、涼み、役者、藝者）

津	
 ツ （川縁の料亭、涼み、役者、藝者）

辻 ツジ 松王丸（中村芝翫）

辻 ツジ （鬼の行水、女性が背中を流す）

ト+一+山型 ト

ト+山形 ト

ト+山形 ト

ト［鍵］ ト 江の嶌・秀桂［秀佳］

ト+山型 ト おはつ（中むら芝翫）

ト+◯ ト 小むらさき新造（岩井半四郎）

ト［山形］ ト 佐野次郎左衛門・尾上菊五郎

ト＋山形	
 ト （蛍狩、少女、二女）

ト+山型 ト 松王丸（中村芝翫）

ト ト 三保ノ浦

ト ト 深雪・田之助2　阿曽次郎・三津五郎3

ト ト りやうし梅六・坂東三津五郎

ト ト りやうし松兵衛［松本幸四郎］

ト+◯ ト 里やうし松兵衛（松本幸四郎）

ト+山型 ト （美人、首に西洋文字のスカーフ）

ト+山型 ト

ト+山型 ト

ト+山型 ト

ト［+山形］ ト［+山形］ （獅子の提灯、蝙蝠、かまわぬ文様）

ト［+山形］ ト［+山形］ （紅の手巾、瓢箪の着物、鴎、雪雀）

ト+山形 ト+山形 （獅子舞）

ト+山形 ト+山形 （ショ−ルは阿蘭陀文字）

ト出+山型 トデ 小むらさき（岩井半四郎）助八（関三十郎）

ト出+山型 トデ 枩兵衛（松本幸四郎）梅六（坂東三津五郎）

商標 商標 かけ合　團十郎　三津五郎　仁左衛門

商標（三引） 商標（三引） 第弐番目所作事　善玉悪玉　中村芝翫　坂東三津五郎

商標（三引） 商標（三引） 市川團十郎　尾上菊五郎　坂東三津五郎　

商標（三引） 商標（三引） （娘、巻き文）

商標（三引） 商標（三引） 見立秋津嶋團左衛門（坂東三津五郎）女房おさと（瀬川菊之丞）

商標（三引） 商標（三引） おさと（岩井半四郎）すしや弥助（坂東三津五郎）

商標（三引） 商標（三引） 雷庄九郎（市川團十郎）厂金文七　極印千右衛門　安の平右衛門　ほてい市右衛門

商標（三引） 商標（三引） 髪ゆひ才三郎（澤村源之助）城木屋おこま（岩井紫若）

商標（三引） 商標（三引） 熊ケ谷次齋（中村芝翫）女房さがミ（瀬川菊之丞）

商標（三引） 商標（三引） 紅の甚三（関三十郎）　細木田傳藏（坂東三津右衛門）

商標（三引） 商標（三引） 小金吾（岩井紫若）いがミの権太（関三十郎）

商標（三引） 商標（三引） さくら姫（岩井紫若）中川左ぜん（尾上菊五郎）

商標（三引） 商標（三引） 清玄ゆうこん（市川九藏）清はる（市村羽左衛門）



商標（三引） 商標（三引） 局岩藤（市川團十郎）

商標（三引） 商標（三引） 花筏のおまる（瀬川菊之丞）忠信（中村芝翫）

商標（三引） 商標（三引） 政岡（岩井粂三郎）雷つる之助（坂東三津五郎）仁木弾正（市川團十郎）

商標（三引） 商標（三引） （美人、雨中、傘、黒い鳥文様）

商標（三引） 商標（三引） （美人、手鏡、芝居茶屋？）

商標（三引） 商標（三引） （藝者、拳）

商標（三引） 商標（三引） （菖蒲）大當　

商標（三引） 商標（三引） （菖蒲鎗、馬）

商標（三巴） 商標（三巴） 平井弥市郎（関三十郎）

商標（又+一） 商標（又+一） 揚巻（岩井半四郎）助六（市川海老藏）

商標（又+一） 商標（又+一） （市川團十郎）

商標（又+一） 商標（又+一） たらくゐん（中村芝翫）　...（瀬川菊之丞）

商標（又+一） 商標（又+一） 中居おまつ（岩井半四郎）

商標（又+一） 商標（又+一） 女房おかる（岩井粂三郎）

商標（又+一） 商標（又+一） 久吉（関三十郎）五右衛門（坂東簔助）

商標（又一） 商標（又一） 助六（市川團十郎）あげ巻（岩井粂三郎）

商標［伊場仙］ 商標［伊場仙］ …かさね　白拍子高尾［菊五郎］

商標［伊場仙］ 商標［伊場仙］ しのぶうりかさね　…高尾［菊五郎］

商標［伊場仙］ 商標［伊場仙］ 室街貳町目西側高嶋瀬戸物店

商標［三引］ 商標［三引］ 阿希まき［瀬川菊之丞］

商標［三引］ 商標［三引］ 揚巻の助六［市川團十郎］

商標［三引］ 商標［三引］ 山王御祭礼

商標［三引］ 商標［三引］ 局政岡　下駄の定・尾上菊五郎　下女おたけ・藤川友吉

商標［三引］ 商標［三引］ 祭の世話人佐一・尾上菊五郎

商標［三両引］ 商標［三両引］ 志のぶうり…［尾上菊五郎］

商標［団扇］ 商標［団扇］ 斧定九郎・片岡市藏

商標［団扇］ 商標［団扇］ おりつ・岩井粂三郎

商標［団扇］ 商標［団扇］ 五斗兵衛・中村芝翫

商標［団扇］ 商標［団扇］ 玉藻前…

商標［団扇］ 商標［団扇］ 兩國夕涼

商標［団扇堂］ 商標［団扇堂］ （藝者、傘、大粒の雨）

［商標］（三引）	
 ［商標］（三引） 室街貳町目西側高嶋瀬戸物店

［商標］（三引）	
 ［商標］（三引） （美人、大首、大粒の雨）

［商標］三引 ［商標］三引 雪（黒い御高祖頭巾）

［商標］三引 ［商標］三引 月（藝者、三味線）

［商標］三引 ［商標］三引 花（娘、桜花見）

（難読） 難読 菅丞相・坂東三津五郎

（難読） 難読 見立お染久松

（難読） 難読 根元矢の根五郎・市川海老蔵

（難読） 難読 （総角助六）

無版元 無版元 （美人、朝顔？）



無版元 無版元 （馬上公家、遠方に屋敷、源氏物語の明石？）

無版元 無版元 （馬上公家、遠方に屋敷、源氏物語の明石？）

無版元 無版元 枸杞棚

無版元 無版元 團七九郎兵衛（中村芝翫）

無版元 無版元 爪かくす女の罪の暑さかな

無版元	
 無版元 爪かくす女の罪の暑さかな

無版元	
 無版元 日陰にはもそっと低し雪の峰

（無版元） 無版元 日除けには　もそっと低し　雲の峰

（無版元） 無版元 深川　秋

無版元 無版元 （役者、手拭で汗を拭く、「吉」）（三圍の額縁）

（無版元） 無版元 （娘、蚊帳の中で耳を塞ぐ）

無版元 無版元 （美人、朱煙管）

無版元 無版元 （花魁、鏡。新造が笄を直す）

無版元 無版元 （役者、背景に額）

無版元 無版元 （美人、役者紋の布地をもつ）

ト ト 神奈川

ト＋山形 ト 神奈川宿

無版元 無版元 （坂東簔助2、岩井紫若）

無版元 無版元 （尾上菊五郎3、岩井粂三郎2）

［商標］（三引） ［商標］（三引） 五月

［商標］（三引） ［商標］（三引） びしゃもん、ゑびす（美人、朝顔の鉢を持つ、もう一人は釣り竿）

商標（三引） 商標（三引） （藝者ハ「むらさき」の箱、遊女ハ歌留多）

イセ孫 イセマゴ 水遊（海女）

イセ孫 イセマゴ 水遊

イセ孫 イセマゴ 水遊

ト+山形（遠又） ト （三美人。三味線、帯、黄色布）

ト+山形（遠又） ト （三美人。菖蒲）

ト+山形（遠又） ト 戌ノ刻　俄　亥の酷　むぎゆ

ト+山形 ト 匂ひを栞る墨の梅

遠又 エンマタ （男は煙管、女は布団）

商標（三引） 商標（三引） 大こく弁てん

商標（三引） 商標（三引） びしゃもん　ゑびす

商標（三引） 商標（三引） 福禄寿（髪結い、巻文を読む）

商標（三引） 商標（三引） ほてい　壽ろうじん

辻	
 ツジ 晴嵐

無版元 無版元 （二遊女、菖蒲、團扇）

いせ藤 イセフジ 七月

伊勢孫 イセマゴ 正月

伊勢孫 イセマゴ 三月（干菓子の袋）

いせ孫？ イセマゴ 五月

伊勢孫 イセマゴ 五月（釣り忍）



伊勢孫 イセマゴ 七月（七夕）

伊勢孫 イセマゴ 九月（菊、酒）

ト+山形（遠又） ト 丑のこく　部屋の内　子の刻盃をどり

ト+山形 ト 申の刻　身じまいへ（紅付け）

ト+山形（遠又） ト 未のこく手習師匠　午ノ刻うなぎ

ト+山形（遠又） ト 戌ノ刻　俄　亥の酷　むぎゆ

無版元 無版元 巳のこく御出ばん　辰のこく　小鍋立

辻+□ ツジ 晴嵐　

辻+□ ツジ 夜雨　たのしみふかき夜の花

（合わせ鏡）

（無版元） 無版元 0、（手鏡、化粧、右手に白布）

井 ヰ 2、（母子、ヒョウタン）

井 ヰ 1、（子供、器の甘い水？を呑む）

井 ヰ （酸漿）

井 ヰ （甘い水）

商標（分銅） 商標（分銅） （七夕、風鈴）

商標［分銅］ 商標［分銅］ 0、（冷たい水、燕、風鈴）

美濃派　午になる...　支考

上 ジョウ 0、美濃流　午になる合点しや朝寝夕すゝみ　支考

上 ジョウ 0、黄きく

無版元 無版元 黄きく

伊場久 イバキュウ 屋よゐの庭

商標（三引） 商標（三引） 井筒女之助



13 ないだい 16 出典 17 全文

あおやぎ 2014JUM3-010

すけろく　あげまき 2016JUM目録

すけろく　あげまき 2016JUM目録

2016JUM目録

2016JUM目録

2016JUM目録

2016JUM目録

つやむすめ 1999浮商10-085

03 2016JUM目録

6 2006JUM2-27文様史1.2

2016JUM目録

ばいが 2016JUM目録

よしわら 2006JUM3-xx文様史**

よしわら 2016JUM目録

かめいどむめやしき 2016JUM目録

りょうごくやなぎばし 2016JUM目録

すみだがわみやこどり 2016JUM目録

いちむらうざえもん 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

こうもん 2003丸亀-19

さいほう 2014JUM3-004

しゅせき 2014JUM3-003

しゅせき 2016JUM目録

さいほう 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

おおあたり 2005JUM4-1.27

無内題 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

なかむらしかん　なかむらしばぞう2016JUM目録

なかむらしかん　なかむらしばぞう2016JUM目録

1 2006JUM3-xx文様史9.5

5 2006JUM2-xx文様史y

5 2016JUM目録

2 2006JUM3-xx文様史9.4

2 2016JUM目録

4 2016JUM目録

4 2016JUM目録 （雁註）同図、上下つまり



2016JUM目録

さわむらとっしょう 2016JUM目録

よしだのそくじょさくらひめ　...ごんすけ2016JUM目録

2016JUM目録

なかむらしかん 2016JUM目録

2 2016JUM目録

3 2016JUM目録

… 1976Vever3-821-839

	
無内題 2016JUM目録

しらびょうし 2016JUM目録

	
無内題 2016JUM目録

	
おうえい　こさんじょう 2016JUM目録

げんしょうご　かたきぶねのたいしょう2016JUM目録

そうこう　かんどぎじょ 2016JUM目録

りき　かいちん 2016JUM目録

めしつかい 2016JUM目録

2 2014太田記念美術館／国貞188

なかむらしかん　みのすけ改ばんどうみつごろう2016JUM目録

2016JUM目録

（市川團十郎、坂東三津五郎、瀬川菊之丞？） 2016JUM目録

10 2016JUM目録 （雁註）行事改、毎年同一

02 2016JUM目録

無内題 2006JUM2-62文様史x.1

無内題 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

無内題 2006JUM3-xx文様史**

1968.10浮世絵300年傑作展A175

無内題 2016JUM目録

しじゃく　しかん 2016JUM目録

なりたやさんじょう 2014JUM3-006

無内題 2016JUM目録

しじゃく 2016JUM目録

えどは 2006JUM3-xx文様史x.2

えどは 2016JUM目録

だんりんは（檀林） 2016JUM目録

おのえばいこう　ばんどうしゅうちょう2016JUM目録

せがわろこう　なかむらしかん2016JUM目録

せんじゅおおはし　あきのけい2006JUM2-xx文様史y

せんじゅおおはし 2006JUM2-50文様史8.1

無内題 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録



無内題 2006JUM3-xx文様史x.1

無内題 2016JUM目録

きはん 1968.10浮世絵300年傑作展A176

きはん 1999浮商10-088

あきのつき 2016JUM目録

きはん 2016JUM目録

せきしょう 1999浮商10-086

やう 1999浮商10-087

らくがん 2016JUM目録

2016JUM目録

きんまんしょうか... 2016JUM目録

きんまんしょうか… 1992浮商03-158

無内題 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

無内題 1989新藤／五渡亭國貞42

無内題 1989新藤／五渡亭國貞43

無内題 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

04.00+06.00 2016JUM目録

2016JUM目録

かくさんなん 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

やすひで 2016SCHAAP: Kunisada028

みほのうら 2014JUM3-008

無内題 2016JUM目録

むすめ 2016JUM目録

ちどりのたまがわ 2016JUM目録

めもとには... 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

さんにんじょうご 2016JUM目録

さんにんじょうご 2016JUM目録

さんにんじょうご 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

みたてこまち 2016JUM目録

無内題 1968.10浮世絵300年傑作展A174

無内題 2014JUM3-005

まつわかまる　くめへいない 2016JUM目録

まわしかたやすけ 2016JUM目録

やまとやとじゃく 2016SCHAAP: Kunisada057



無内題 2014JUM3-007

無内題 2016JUM目録

1982JUM和傘調査1994/093雨中に蜘蛛かがりゴマ竹柄破れ傘を差す

1994岐阜市歴博／雨雪傘017雨中に蜘蛛かがりゴマ竹柄破れ傘を差す	


無内題 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

1 2006JUM3-xx文様史**

2 2006JUM3-51文様史6.1+

きぬがわたにぞう　さぶろうべいいもとかさね2016JUM目録

さくらまる　にょうぼうやえ 2016JUM目録

だんしちにょうおぶおかぢ　いっすんとくべい2016JUM目録

つるきよきみ　めのとまさおか　いっしせんまつ2016JUM目録

やえぎり 2016JUM目録

無内題 1931大成11-410

無内題 2006JUM3-xx文様史**

無内題 2006JUM3-xx文様史**

きさんた　うしわか 2016JUM目録

きぬがわたにぞう　かさね 2016JUM目録

けいせいやえぎり 2016JUM目録

ごくいんせんうえもん　かみなりしょうくろう2016JUM目録

しょうしょう？　てるくに 2016JUM目録

ななうら　たかかげ 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

いちかわだんじゅうろう　... 2016JUM目録

いちかわだんじゅうろう　... 2016JUM目録

しかん 2016JUM目録

しゅうちょう 2016JUM目録

たきのがわ 2016JUM目録

たにぞう　よりかね 2016JUM目録

だんしちにょうぼうおかぢ 2016JUM目録

ばいが 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

（背中の赤子、提灯の玩具） 2016JUM目録

2 2014太田記念美術館／国貞189

2016JUM目録

2016JUM目録

かまくらやでっちごろうはち　おまん2016JUM目録

ごんた　おさと 2016JUM目録

やえむめ　おはつ 2016JUM目録



無内題 2014JUM3-011

無内題 2014JUM3-012

まつおうまる 2016SCHAAP: Kunisada078

無内題 1988ばれんの会25

2016JUM目録

2016JUM目録

2016JUM目録

えのしま 1963丹波／江戸から箱根373

おはつ 2016JUM目録

こむらさき 2016JUM目録

さのじろうざえもん 1998浮商09-051

「ひさし」 2014JUM3-009

まつおうまる 2016SCHAAP: Kunisada079

みほのうら 1999ブルックリン美077/073

みゆき　あそじろう 1931守随／歌舞伎図説678-541

りょうしうめろく 1989新藤／五渡亭國貞16

りょうしまつべい 2006JUM3-xx文様史x.2

りょうしまつべい 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

無内題 2003丸亀-20

無内題 2003丸亀-28

無内題 2006JUM3-**文様史2.1

無内題 2006JUM3-53文様史7.1+

こむらさき　すけはち 2016JUM目録

まつべい　むめろく 2016JUM目録

かけあい 2006JUM3-24文様史4.1

第弐番目所作事　善玉悪玉　中村芝翫　坂東三津五郎 2016JUM目録

市川團十郎　尾上菊五郎　坂東三津五郎　 2016JUM目録

2016JUM目録

あきつしまだんざえもん　にょうぼうおさと2016JUM目録

おさと　すしややすけ 2016JUM目録

かみなりしょうくろう　... 2016JUM目録

かみゆいさいざぶろう　しろきやおこま2016JUM目録

くまがや... 　にょうぼうさがみ2016JUM目録

くれないのじんぞう　ほそきだでんぞう2016JUM目録

こきんご　いがみのごんた 2016JUM目録

さくらひめ　なかがわさぜん 2016JUM目録

せいげんゆうこん　きよはる 2016JUM目録



つぼねいわふじ 2016JUM目録

はないかだのおまる　ただのぶ2016JUM目録

まさおか　いかづちつるのすけ　にきだんじょう2016JUM目録

無内題 2016JUM目録 （雁註）目許に薄紅のぼかし

無内題 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

無内題 2016SCHAAP: Kunisada021

無内題 2016SCHAAP: Kunisada022

ひらいまごちろう 2016SCHAAP: Kunisada070 （雁註）弥市郎→孫市郎

あげまき　すけろく 2016JUM目録

いちかわだんじゅうろう 2016JUM目録

たらくゐいん　... 2016JUM目録

なかゐおまつ 2016JUM目録

にょうぼうおかる 2016JUM目録

ひさよし　ごうえもん 2016JUM目録

すけろく　あげまき 2016SCHAAP: Kunisada069

しのぶうりかさね　しらびょうしたかお2006JUM2-xx文様史y

しのぶうりかさね　しらびょうしたかお2006JUM2-xx文様史y

むろまちにちょうめ… 2006JUM3-50文様史6.1

あげまき 2006FitzM15

あげまきのすけろく 2006FitzM14

さんのうごさいれい 2006JUM3-xx文様史**

つぼねまさおか　げたのさだ　げじょおたけ1992浮商03-157

まつりのせわにんさいち 1998浮商09-057

しのぶうり… 2006JUM2-46文様史7.3

おのさだくろう 1931大成11-407

おりつ 1988秘蔵4-004

ごとべい 1963東博3-2859

たまものまえ 1931大成11-408

りょうごくゆうすずみ 1931大成11-406

無内題 1999高畠華宵29

たかしませともの 2014JUM3-015

無内題 2014JUM3-016

1 2014太田記念美術館／国貞129

2 2014太田記念美術館／国貞130

3 2014太田記念美術館／国貞131

かんしょうじょう 1931大成11-404

みたておそめひさまつ 1931大成11-405

やのねごろう 1931大成11-403

無内題 1931大成11-409

2016JUM目録



（馬上公家、遠方に屋敷、源氏物語の明石？） 2016JUM目録

（馬上公家、遠方に屋敷、源氏物語の明石？） 2016JUM目録 （雁註）同図、中折れ

くこだな 2016JUM目録 （雁註）枸杞を栽培していたか。

だんしちくろうべい 2016JUM目録

つめかくす 2016JUM目録

つめかくすおんなのつみのあつさかな2014JUM3-013

ひかげにはもそっとひくしゆきのみね2014JUM3-014

ひよけにはもそっとひくしくものみね2006JUM3-52文様史6.1+

ふかがわ　あき 1993浮商04-152

まつおうまる 2016SCHAAP: Kunisada080

無内題 1976Vever3-822-839

無内題 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

** 2014太田記念美術館／国貞184

040 2014太田記念美術館／国貞040

無内題 2014太田記念美術館／国貞156

無内題 2014太田記念美術館／国貞157

05 2014JUM3-020

びしゃもん　えびす 2014JUM3-021

無内題 2016JUM目録

みずあそび 1982JUM

みずあそび 2016JUM目録

みずあそび 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

20.00+22.00 2016JUM目録

においをしおるすみのむめ 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

だいこくべんてん 2016JUM目録

びしゃもん　えびす 2016JUM目録

ふくろくじゅ 2016JUM目録

ほてい　じゅろうじん 2016JUM目録

せいらん 2014JUM3-017

無内題 2016JUM目録

07 2014JUM3-018

01 2016JUM目録

03 2016JUM目録

05 2014JUM3-019

05 2016JUM目録



07 2016JUM目録

09 2016JUM目録

00.00+02.00 2016JUM目録

09.00 2016JUM目録

12.00+14.00 2016JUM目録 （雁註）うなぎ

20.00+22.00 2016JUM目録

08.00+10.00 2016JUM目録

せいらん 2016JUM目録

よるのあめ 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

無内題 1982JUM

無内題 1982JUM

無内題 1982JUM

無内題 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

無内題 2016JUM目録

無内題 1982JUM

みのは　むまになる... 2016JUM目録

みのりゅう 1982JUM

きぎく 1982JUM

ききく 2016JUM目録

やよいのにわ 2016SCHAAP: Kunisada083

いづつおんなのすけ 2016SCHAAP: Kunisada082



18 説明 22 法量 29 備考

　有名な料亭、青柳である。この料亭は、裏の黒塀から、すぐ隅田川の川舟に乗ることが出来た。いわば、専用の船着き場である。廣重も、会席尽に描いている。実に洒落た団扇だ。T920624

#######################

波と兎の図−とくに耳の長い兎を鮮明に拡大

　内題は「香聞」とあるが、普通は聞香（もんこう）と称している。香りを嗅いでいる様子が、耳を傾けて、まるで聞き入っているように見えるところから、名付けられた。髪形から、描かれている女性は、御殿女中のように見える。聞香は三条西家、つまり公家の専売特許であった。女性の服装も最上位の黒留袖などを着ることになっている。（浮世絵博物館の山田和子氏の指教による）。

　やはり若い女性が鯨尺（くじらじゃく）を持って、裁縫をしている場面である。背景の地の文様が凄い。板の上に布用の刀（とう）が置かれている。さて、鯨尺？　これは何でしょうか。T920323

　娘さんが、右手に筆、左手に短冊を持っている。手跡（しゅせき）とあるので、恐らく和歌か何かを詠んでいる場面であろうか。着物の文様が実に多彩で、鮮やかだ。T920322

　一体、何処の稲荷社だろうか。巧みに分らないようにしてある。正面の額にも何も書かれていない。「秋」のようにも見えるが、秋葉神社では稲荷ではない。そして、その境内で曲獨樂をしたということか。



［抽象文様／糸巻尽し］本図は団扇絵です。図像は茶釜に向って蓋（ふた）を取って片手に柄杓。帶全体に雲龍文様。衣裳に桜花と糸巻。背景に朝顔の花に点描で葉でしょうか。

150

　成田屋（なりたや）は、市川家の屋号である。この三舛（さんじょう）は、七代目市川団十郎（1791-1859）、文政（1820s）期、七代目市川団十郎を襲名。天保改革で、江戸十里四方追放となる。T920529

レンコン、ひょうたん、豆絞り手拭

［近江と江戸］「蓮根文様」尽しの衣裳です。背中に瓢箪を背負って千住大橋を渡る。隅田川には筏流しの連続した構図。そこには、江戸を離れる旅人の姿が描かれていです。「橋」は異界への渡し。いわば標（しるし）です。



輪宝

150

　やはり、本図も藍摺（あいずり）で、夏の涼しさを演出している。すっきりとした藍色の色彩だけで、しかも、ある種の格調の高さがある。T920616

150

　娘の真っ赤な着物が印象的である。これは浴衣か。櫻の花弁が散らしてある。役者は肩に、手拭を掛けている。右手に朱のキセル。T920525



　上等な四人担ぎの川渡しで、武士と浪人風情の二人が描かれている。歌舞伎の好きな方ならば、すぐ役者が誰だか分かると思うが...。川の水の流れ、この表現が面白い。T920533

雨中に蜘蛛かがりゴマ竹柄破れ傘を差す

雨中に蜘蛛かがりゴマ竹柄破れ傘を差す	


［農村風景］女性二人の衣裳は、全身紺地に瓢箪。白地に茶色の桔梗花。桔梗は秋七草、瓢箪は母親の象徴です。背景は、右手に田植の農村風景、春景色。左手に鳴子田景色と農村の四季が描かれています。

帶のオランダ文字と宝尽しの組合せ

盃の絵は判じ物



　川縁の料亭であろうか。藝者が紫の色の透けた夏の絣を着ている。腕が透けて見えているのが、洒落ている。役者は傍らに座っていて、何か食べている。多分、先ほどの団十郎であろう。T920628

　座敷に料理が運ばれ、女形（おんながた）が煙管を吹かしている。手拭掛けの流れの手拭。これは洒落ている。江戸の意気の最たるものである。T920629

　少女の持ち上げている團扇に「ひさし」と書かれている。これは、特別な宣伝用に仕込まれた作品か。と云っても、二人の女性の着物も、特に宣伝めいたものはない。川面に浮かぶ屋形舟の宣伝かな。T920619

格子

　鉢巻の手拭の赤い文字は何と記されているのだろう。どうも読めない。吉原の俄（にわか）である。藝者衆が客寄せに、俄芝居、俄踊りをした。着物は蝙蝠、かまわぬ文様である。背景の地は落雁、燕である。髪の毛の解（ほつ）れた感じが心憎い。団扇絵は、本来、団扇として消費されてボロボロになるので、残存作品は稀である。本図はサンプルとして保存されたものであろう。

　紅の手巾を畳（たた）むところである。口に布の端を銜（くわ）え、両手でひっぱり、折り畳んでいる。女性の着物は白抜きの瓢箪模様、背景の地は海面を飛ぶ鴎（かもめ）、雪の雀である。帶地に水鳥と筏の意匠があり、水色と藍の縞模様になっている。さて、皆さんは、本図に「かまわぬ」模様がありますが、何処にあるか分りますか。分った人は偉い。

［かまわぬ］

［オランダ文字］洗い髪の女性。濡らさぬ爲か首に巻くスカ−フ。そこには、オランダ文字が縁取られています。中央に一角獸文様。中国では■（ジ）（犀の雌）。その角杯は、古代中国王侯間盟約の道具（酒を入れ二人同時に飲む）。また麒麟（きりん）共に想像上の聖獸で「仁君の世」を象徴。この発想は、西アジア、スメル族の神への生贄（いけにえ）とも。女性の帶の市松文様として「祇園守文様。インド祇園精舎守護神、牛頭（ごず）天王を示す。また久留守十字文として。そこに「主（キリスト）−王−牛頭天王」との置換転用が。

#######################



（雁註）目許に薄紅のぼかし

背景の地に「よき琴菊」

全体

［陶器］「應需…」は、國貞の世界を示すもの。橋風景は、瀬戸物店より依頼された鉢図です。また徳利には、流水に亀文様。

15　五渡亭國貞画　1819　団扇　無外題　商標［三引］阿希まき［瀬川菊之丞］

14　五渡亭國貞画　1819　団扇　無外題　商標［三引］揚巻の助六［市川團十郎］

［よきことをきく］「斧（よき）琴（こと）菊（きく）」を合成しております。婦人の「瓢箪」文様は、人類誕生、胎内、神懸り（巫女、御子、神子）の表わしています。子供（七歳までは神の子）の遊びは、異界（生まれ故郷）への旅立ちです。芝居の世界も、現世と離れた異界が舞台です。三者に共有する「異界、浄土」（一種の理想郷観）でしょうか。改めて婦人、子供、芝居に共有する浄土観を理解できます。

　大粒の雨の表現が面白い。実に大胆に雨を描いている。藝者が傘を前屈みに差し、雨の中を駈けて行く情景である。夏の風情が白鷺、黒鵜の浴衣姿に良く表現されている。國貞の名画の一枚である。団扇絵は団扇に貼って使ってしまう。本図は、たまたまサンプルとして残った希有な浮世絵である。國貞は弘化期（1850s）、突如、豊國二代目を襲名するが、学術上は三代目である。二代目は初代の養子・豊重である。

　盃洗（はいせん）が描かれている。お猪口（ちょく）をサッと洗って、相手に差し出す。日本橋、室街が描かれている。藍一色の青花（せいか）である。徳利は、三匹の亀が流れに沿って泳いでいる。T920723

　これは団扇というより、立派な美人画である。しかも國貞の代表的な作品と考えて良い。着物の濡れ燕、目許にも薄く紅が引かれている。大粒の雨の表現が素晴らしい。これで雨の雰囲気が伝わってくる。T920739



（雁註）枸杞を栽培していたか。

　洒落た布片で、肩の汗を脱ぐっている。着物の文表が面白い。これは蓮（はす）の文様である。藍地に白く蓮の意匠が抜けて、洒落て、しかも大胆である。T920704

　これも俳諧である。団扇の中に、また団扇。女性が持っている団扇には、雨と笹の葉、蝸牛（かたつむり）、ただの団扇であるが、実に洒落ている。着物の文様は、何という名前であろうか。T920712

#######################

　猫が、肌脱ぎの二美人の傍らにいる。首に輪を付けているので、きっと暑いのだろう。肌脱ぎの女性は、お茶碗に並々と冷たい水を入れて、水分補給をしている。団扇の中に、また団扇が描かれている。ところで、この団扇、何が描かれているのだろう。T920817

　二美人の内、釣り竿を持つ女性は、むろん恵比寿。しかし、朝顔の鉢を持っているのが毘沙門というのが分からない。二人とも、文様の名前は分からないが、実に鮮やかで大胆な浴衣の衣裳である。T920818

　二代國貞は、なかなか上手な絵師であるが、まだモノグラフ（一人だけの展覧会）は無い。今後、更に作品を整理し、研究する必要がある。明治期まで生きているので、丁度、時代の狭間で活躍した最後の浮世絵師だ。T920805

　七月の七夕、短冊に願いごとを書いて笹竹に吊るしている。このような風俗も次第に無くなってしまった。着物の文様も、よく名前が分からないほど多種多様に意匠が施されている。T920811

　着物の文様は古代の瓦か。東大寺などと書かれている。アヤメを切って、花活けに飾っている。このような季節感、楽しい一ト時キが、だんだん無くなってしまったのは寂しい。アヤメの地は、真っ赤で大胆だ。T920812





　内題は「香聞」とあるが、普通は聞香（もんこう）と称している。香りを嗅いでいる様子が、耳を傾けて、まるで聞き入っているように見えるところから、名付けられた。髪形から、描かれている女性は、御殿女中のように見える。聞香は三条西家、つまり公家の専売特許であった。女性の服装も最上位の黒留袖などを着ることになっている。（浮世絵博物館の山田和子氏の指教による）。

　一体、何処の稲荷社だろうか。巧みに分らないようにしてある。正面の額にも何も書かれていない。「秋」のようにも見えるが、秋葉神社では稲荷ではない。そして、その境内で曲獨樂をしたということか。



［抽象文様／糸巻尽し］本図は団扇絵です。図像は茶釜に向って蓋（ふた）を取って片手に柄杓。帶全体に雲龍文様。衣裳に桜花と糸巻。背景に朝顔の花に点描で葉でしょうか。

［近江と江戸］「蓮根文様」尽しの衣裳です。背中に瓢箪を背負って千住大橋を渡る。隅田川には筏流しの連続した構図。そこには、江戸を離れる旅人の姿が描かれていです。「橋」は異界への渡し。いわば標（しるし）です。





［農村風景］女性二人の衣裳は、全身紺地に瓢箪。白地に茶色の桔梗花。桔梗は秋七草、瓢箪は母親の象徴です。背景は、右手に田植の農村風景、春景色。左手に鳴子田景色と農村の四季が描かれています。



　鉢巻の手拭の赤い文字は何と記されているのだろう。どうも読めない。吉原の俄（にわか）である。藝者衆が客寄せに、俄芝居、俄踊りをした。着物は蝙蝠、かまわぬ文様である。背景の地は落雁、燕である。髪の毛の解（ほつ）れた感じが心憎い。団扇絵は、本来、団扇として消費されてボロボロになるので、残存作品は稀である。本図はサンプルとして保存されたものであろう。

　紅の手巾を畳（たた）むところである。口に布の端を銜（くわ）え、両手でひっぱり、折り畳んでいる。女性の着物は白抜きの瓢箪模様、背景の地は海面を飛ぶ鴎（かもめ）、雪の雀である。帶地に水鳥と筏の意匠があり、水色と藍の縞模様になっている。さて、皆さんは、本図に「かまわぬ」模様がありますが、何処にあるか分りますか。分った人は偉い。

［オランダ文字］洗い髪の女性。濡らさぬ爲か首に巻くスカ−フ。そこには、オランダ文字が縁取られています。中央に一角獸文様。中国では■（ジ）（犀の雌）。その角杯は、古代中国王侯間盟約の道具（酒を入れ二人同時に飲む）。また麒麟（きりん）共に想像上の聖獸で「仁君の世」を象徴。この発想は、西アジア、スメル族の神への生贄（いけにえ）とも。女性の帶の市松文様として「祇園守文様。インド祇園精舎守護神、牛頭（ごず）天王を示す。また久留守十字文として。そこに「主（キリスト）−王−牛頭天王」との置換転用が。



［陶器］「應需…」は、國貞の世界を示すもの。橋風景は、瀬戸物店より依頼された鉢図です。また徳利には、流水に亀文様。

［よきことをきく］「斧（よき）琴（こと）菊（きく）」を合成しております。婦人の「瓢箪」文様は、人類誕生、胎内、神懸り（巫女、御子、神子）の表わしています。子供（七歳までは神の子）の遊びは、異界（生まれ故郷）への旅立ちです。芝居の世界も、現世と離れた異界が舞台です。三者に共有する「異界、浄土」（一種の理想郷観）でしょうか。改めて婦人、子供、芝居に共有する浄土観を理解できます。

　大粒の雨の表現が面白い。実に大胆に雨を描いている。藝者が傘を前屈みに差し、雨の中を駈けて行く情景である。夏の風情が白鷺、黒鵜の浴衣姿に良く表現されている。國貞の名画の一枚である。団扇絵は団扇に貼って使ってしまう。本図は、たまたまサンプルとして残った希有な浮世絵である。國貞は弘化期（1850s）、突如、豊國二代目を襲名するが、学術上は三代目である。二代目は初代の養子・豊重である。







　内題は「香聞」とあるが、普通は聞香（もんこう）と称している。香りを嗅いでいる様子が、耳を傾けて、まるで聞き入っているように見えるところから、名付けられた。髪形から、描かれている女性は、御殿女中のように見える。聞香は三条西家、つまり公家の専売特許であった。女性の服装も最上位の黒留袖などを着ることになっている。（浮世絵博物館の山田和子氏の指教による）。

　一体、何処の稲荷社だろうか。巧みに分らないようにしてある。正面の額にも何も書かれていない。「秋」のようにも見えるが、秋葉神社では稲荷ではない。そして、その境内で曲獨樂をしたということか。



［抽象文様／糸巻尽し］本図は団扇絵です。図像は茶釜に向って蓋（ふた）を取って片手に柄杓。帶全体に雲龍文様。衣裳に桜花と糸巻。背景に朝顔の花に点描で葉でしょうか。

［近江と江戸］「蓮根文様」尽しの衣裳です。背中に瓢箪を背負って千住大橋を渡る。隅田川には筏流しの連続した構図。そこには、江戸を離れる旅人の姿が描かれていです。「橋」は異界への渡し。いわば標（しるし）です。





［農村風景］女性二人の衣裳は、全身紺地に瓢箪。白地に茶色の桔梗花。桔梗は秋七草、瓢箪は母親の象徴です。背景は、右手に田植の農村風景、春景色。左手に鳴子田景色と農村の四季が描かれています。



　鉢巻の手拭の赤い文字は何と記されているのだろう。どうも読めない。吉原の俄（にわか）である。藝者衆が客寄せに、俄芝居、俄踊りをした。着物は蝙蝠、かまわぬ文様である。背景の地は落雁、燕である。髪の毛の解（ほつ）れた感じが心憎い。団扇絵は、本来、団扇として消費されてボロボロになるので、残存作品は稀である。本図はサンプルとして保存されたものであろう。

　紅の手巾を畳（たた）むところである。口に布の端を銜（くわ）え、両手でひっぱり、折り畳んでいる。女性の着物は白抜きの瓢箪模様、背景の地は海面を飛ぶ鴎（かもめ）、雪の雀である。帶地に水鳥と筏の意匠があり、水色と藍の縞模様になっている。さて、皆さんは、本図に「かまわぬ」模様がありますが、何処にあるか分りますか。分った人は偉い。

［オランダ文字］洗い髪の女性。濡らさぬ爲か首に巻くスカ−フ。そこには、オランダ文字が縁取られています。中央に一角獸文様。中国では■（ジ）（犀の雌）。その角杯は、古代中国王侯間盟約の道具（酒を入れ二人同時に飲む）。また麒麟（きりん）共に想像上の聖獸で「仁君の世」を象徴。この発想は、西アジア、スメル族の神への生贄（いけにえ）とも。女性の帶の市松文様として「祇園守文様。インド祇園精舎守護神、牛頭（ごず）天王を示す。また久留守十字文として。そこに「主（キリスト）−王−牛頭天王」との置換転用が。



［よきことをきく］「斧（よき）琴（こと）菊（きく）」を合成しております。婦人の「瓢箪」文様は、人類誕生、胎内、神懸り（巫女、御子、神子）の表わしています。子供（七歳までは神の子）の遊びは、異界（生まれ故郷）への旅立ちです。芝居の世界も、現世と離れた異界が舞台です。三者に共有する「異界、浄土」（一種の理想郷観）でしょうか。改めて婦人、子供、芝居に共有する浄土観を理解できます。

　大粒の雨の表現が面白い。実に大胆に雨を描いている。藝者が傘を前屈みに差し、雨の中を駈けて行く情景である。夏の風情が白鷺、黒鵜の浴衣姿に良く表現されている。國貞の名画の一枚である。団扇絵は団扇に貼って使ってしまう。本図は、たまたまサンプルとして残った希有な浮世絵である。國貞は弘化期（1850s）、突如、豊國二代目を襲名するが、学術上は三代目である。二代目は初代の養子・豊重である。







　内題は「香聞」とあるが、普通は聞香（もんこう）と称している。香りを嗅いでいる様子が、耳を傾けて、まるで聞き入っているように見えるところから、名付けられた。髪形から、描かれている女性は、御殿女中のように見える。聞香は三条西家、つまり公家の専売特許であった。女性の服装も最上位の黒留袖などを着ることになっている。（浮世絵博物館の山田和子氏の指教による）。
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